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会
員
を
は
じ
め
百
六
十
六
名

が
参
加
し
た
今
大
会
で
は
、
主

催
者
の
土
井
会
長
の
挨
拶
の
後
、

来
賓
の
吉
川
神
奈
川
県
副
知
事
、

ま
た
、
所
用
に
よ
り
欠
席
し
た

独
立
行
政
法
人
北
方
領
土
問
題

対
策
協
会
の
荒
川
研
理
事
長
に

代
わ
り
石
田
精
司
事
務
局
長
か

ら
、
当
県
民
会
議
の
活
動
へ
の

敬
意
と
今
後
の
運
動
へ
の
激
励

の
お
言
葉
を
頂
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
山
下
郁
雄
氏
（
日

本
労
働
組
合
総
連
合
会
神
奈
川

県
連
合
会
）
が
、
平
成
二
十
七

年
七
月
二
十
三
日
か
ら
二
十
七

日
に
行
わ
れ
た
、
北
方
四
島
交

流
訪
問
事
業
の
参
加
報
告
を
行

い
ま
し
た
。
国
後
島
・
色
丹
島

を
訪
問
し
た
際
の
、
日
本
人
墓

地
へ
の
墓
参
や
街
の
様
子
、
在

住
し
て
い
る
ロ
シ
ア
人
と
の
交

流
で
感
じ
た
こ
と
な
ど
に
つ
い

て
、
映
像
を
交
え
て
報
告
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
山
本
一
史
氏
（
神
奈

川
大
学
外
国
語
学
部
）
が
、
平

成
二
十
七
年
九
月
一
日
か
ら
九

月
四
日
に
行
わ
れ
た
戦
後
70
年

北
方
領
土
を
考
え
る
集
い
の
参

加
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
全
国

の
大
学
生
が
集
ま
り
行
わ
れ
た

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
の
議
論
等
に

つ
い
て
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

記
念
講
演
は
、
N
H
K
放
送

セ
ン
タ
ー
解
説
委
員
室
の
石
川

一
洋
氏
か
ら「
歴
史
か
ら
見
た

日
ロ
関
係
と
安
倍
対
ロ
シ
ア
外

交
の
展
望
」と
い
う
テ
ー
マ
で

お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
講

演
要
旨
別
掲
）

最
後
に
、
二
宮
理
事
（
神
奈

川
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
）

か
ら
、
神
奈
川
県
民
の
総
意
を

結
集
し
粘
り
強
く
運
動
を
推
進

す
る
と
い
う
大
会
宣
言
が
提
案

さ
れ
、
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

本
日
の
講
演
は
、
ロ
シ
ア
と

は
ど
う
い
う
国
か
、
北
方
領
土

は
な
ぜ
我
々
の
領
土
な
の
か
、

こ
の
問
題
が
ど
う
し
て
起
き
た

の
か
、
そ
し
て
交
渉
の
現
状
に

つ
い
て
の
話
を
し
ま
す
。

最
初
に
、
ロ
シ
ア
の
二
十
世

紀
と
ロ
シ
ア
の
国
歌
が
ど
う
変

わ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
す
。ロ
シ
ア
帝
国
国
歌
は
、

「
神
よ
、
皇
帝
閣
下
を
お
守
り

給
え（God save the Tsar

）」

と
い
う
内
容
で
し
た
。
ロ
シ
ア

帝
国
は
正
教
、
専
制
、
国
土
と

い
う
巨
大
な
国
で
し
た
が
、
レ

ー
ニ
ン
が
起
こ
し
た
一
九
一
七

年
の
ロ
シ
ア
革
命
で
崩
壊
、
初

め
て
の
社
会
主
義
政
権
ソ
ビ
エ

ト
が
誕
生
、
国
歌
も
変
わ
り
ま

し
た
。
ソ
ビ
エ
ト
の
国
歌
は
あ

の
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
」、

神
が
国
を
守
る
と
い
う
国
歌

が
、
百
八
十
度
転
換
し
て
、
国

家
を
否
定
す
る
労
働
歌
が
国
歌

に
な
り
ま
し
た
。

一
九
四
一
年
六
月
に
始
ま
っ

た
独
ソ
戦
の
初
期
ソ
ビ
エ
ト
は

大
敗
し
ま
す
。
ス
タ
ー
リ
ン
は

愛
国
心
を
奮
い
立
た
せ
る
た
め

国
歌
を
変
え
ま
し
た
。
そ
の
歌

詞
の
中
で
ソ
ビ
エ
ト
の
中
で
そ

れ
ま
で
敵
視
し
て
き
た
ロ
シ
ア

愛
国
主
義
を
復
活
さ
せ
ま
し

た
。
ソ
ビ
エ
ト
が
崩
壊
す
る
ま

で
そ
の
国
歌
が
続
き
ま
し
た
。

一
九
九
一
年
一
二
月
、
民
族

自
立
の
動
き
の
中
で
ソ
ビ
エ
ト

が
崩
壊
し
ま
す
。
こ
の
と
き
私

は
モ
ス
ク
ワ
に
い
て
、
こ
の
瞬

間
を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し

た
。
ソ
ビ
エ
ト
は
ロ
シ
ア
、
ウ

ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
そ
の

ほ
か
の
国
に
分
か
れ
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
は
国
歌
と
し
て
十
九
世

紀
ロ
シ
ア
の
民
族
作
曲
家
グ
リ

ン
カ
の
曲
を
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
し

て
採
用
し
ま
し
た
。
し
か
し
エ

リ
ツ
ィ
ン
の
九
十
年
代
の
混
乱

を
象
徴
す
る
よ
う
に
歌
詞
を
決

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。歌
詞
の
な
い
国
歌
で
し
た
。

プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
時
代
に

な
る
と
、
国
歌
を
ソ
ビ
エ
ト
時

代
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
戻
し
、
そ

れ
に
新
し
い
ロ
シ
ア
を
た
た
え

る
愛
国
的
な
歌
詞
を
つ
け
ま
し

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
の
勝
利

と
結
び
付
く
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
今

の
ロ
シ
ア
へ
の
愛
国
心
と
い

う
、
保
守
政
治
家
プ
ー
チ
ン
ら

し
い
国
歌
で
あ
り
、
プ
ー
チ
ン

の
国
歌
と
も
い
え
ま
す
。

ソ
ビ
エ
ト
が
崩
壊
す
る
と
、

ロ
シ
ア
は
政
治
的
に
巨
大
な
国

か
ら
一
つ
の
独
立
し
た
国
家
に

な
り
、
社
会
主
義
経
済
か
ら
市

場
経
済
へ
移
行
し
、
中
央
集
権

的
な
独
裁
体
制
か
ら
国
際
社
会

に
開
か
れ
た
民
主
国
家
に
な
る

と
い
う
三
つ
の
ト
ラ
ン
ジ
シ
ョ

ン
（
移
行
）
を
同
時
に
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し

た
。
ロ
シ
ア
の
国
民
総
生
産
は

一
九
九
八
年
ご
ろ
に
最
低
に
な

り
、
そ
れ
が
プ
ー
チ
ン
時
代
に

な
っ
て
回
復
し
て
い
き
ま
す
。

エ
リ
ツ
ィ
ン
が
突
然
辞
任
し

て
、
プ
ー
チ
ン
が
大
統
領
代
行

に
な
る
と
、
ど
ん
底
ま
で
落
ち

た
ロ
シ
ア
に
対
し
て
、「
安
定

と
愛
国
心
」
を
訴
え
ま
し
た
。

革
命
の
混
乱
の
後
に
国
を
安
定

さ
せ
る
政
治
家
と
し
て
の
役

目
、
つ
ま
り
「
反
動
政
治
家
」

の
役
目
を
プ
ー
チ
ン
は
果
た
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
ロ
シ
ア
と

今
、
我
々
は
向
か
い
合
っ
て
い

ま
す
。

さ
て
、
な
ぜ
北
方
領
土
が

我
々
の
領
土
な
の
で
し
ょ
う

か
。
国
際
法
と
し
て
は
一
八
五

五
年
の
日
露
通
好
条
約
で
確
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
条
約
の
原

文
は
、
関
東
大
震
災
で
焼
失
し

日
本
に
は
残
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
ロ
シ
ア
の
公
文
書
館
に
は

残
さ
れ
て
い
て
、
ロ
シ
ア
と
日

本
の
国
境
は
、
択
捉
島
と
ウ
ル

ッ
プ
島
の
間
に
す
る
と
明
確
に

書
か
れ
て
い
ま
す
。も
ち
ろ
ん
、

そ
の
前
か
ら
日
本
が
実
効
支
配

し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
条
約

は
、
平
和
的
な
交
渉
、
国
際
条

約
に
よ
っ
て
国
境
線
を
画
定
し

た
も
の
で
、
日
本
の
外
交
史
に

と
っ
て
も
画
期
的
な
意
味
を
持

っ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
の
全
権

代
表
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
提
督
は
、

ペ
リ
ー
の
ア
メ
リ
カ
と
は
違
っ

て
、
礼
儀
正
し
い
交
渉
態
度
で

日
本
と
臨
み
ま
し
た
。
こ
の
平

和
外
交
に
は
戦
略
的
狙
い
が
あ

り
ま
し
た
。
当
時
の
ニ
コ
ラ
イ

一
世
は
、
プ
チ
ャ
ー
チ
ン
に
▼

国
境
線
は
ウ
ル
ッ
プ
と
択
捉
の

間
で
よ
い
▼
平
和
外
交
を
と
れ

と
い
う
訓
令
を
与
え
て
い
ま

す
。
当
時
ロ
シ
ア
は
極
東
ま
で

領
土
を
拡
大
し
た
ば
か
り
で
し

た
。
国
境
線
の
画
定
交
渉
に
日

本
を
引
き
込
み
、
日
本
と
の
貿

易
関
係
を
開
く
こ
と
が
ロ
シ
ア

に
と
っ
て
は
極
東
を
開
発
す
る

た
め
に
よ
り
重
要
だ
っ
た
の
で

す
。
貿
易
を
す
る
た
め
に
は
脅

し
で
は
な
く
、
平
和
的
に
友
好

平
成
二
十
七
年
十
一
月
二
日（
月
）、
横
浜
市
中
区
の

「
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー
」情
文
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
三
十
一
回
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動
神
奈
川
県
民
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

第
三
十
一
回
県
民
大
会
を
開
催

�

会
場
は
横
浜
情
報
文
化
セ
ン
タ
ー

国後島最高峰　爺爺岳

昨
年
は
、
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ

ア
大
統
領
が
来
日
、「
日
露
首

脳
会
談
」が
開
催
さ
れ
る
予
定

で
し
た
。
し
か
し
来
日
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
ロ
シ
ア

の
国
情
は
非
常
に
厳
し
く
、
政

治
、
外
交
、
経
済
な
ど
難
題
が

山
積
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

昨
年
十
一
月
に
北
方
領
土
問
題

対
策
協
会
主
催
に
よ
る
「
都
道

府
県
民
会
議
代
表
者
全
国
会

議
」
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
中
で

外
務
省
に
よ
る「
ロ
シ
ア
情
勢

と
日
露
関
係
」と
い
う
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
概
要
を
報

告
し
ま
す
。
①
二
○
一
四
年
三

月
の
ク
リ
ミ
ア
併
合
後
、
プ
ー

チ
ン
大
統
領
は
、
愛
国
主
義
的

傾
向
を
強
め
る
国
民
世
論
の
圧

倒
的
な
支
持
を
獲
得
。
②
言
論

の
自
由
・
報
道
の
自
由
に
対
す

る
制
約
が
更
に
強
化
さ
れ
、
政

権
批
判
を
行
い
難
い
雰
囲
気
に

な
っ
て
い
る
こ
と
。
③
経
済
現

像
は
、「
遅
れ
た
産
業
構
造
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
依
存
経
済
」。
株

価
・
ル
ー
ブ
ル
は
、
原
油
価
格

の
下
落
が
大
き
く
影
響
、
昨
年

六
月
と
の
比
較
で
約
五
十
％
下

落
。
④
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
」

で
は
米
・
E
U
は
ロ
シ
ア
に
対

し
て
、
資
産
凍
結
・
金
融
、
防

衛
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
の
対
露

制
裁
が
行
わ
れ
て
い
る
。
⑤
シ

リ
ア
に
お
け
る
ロ
シ
ア
軍
の
介

入
で
シ
リ
ア
・
ア
サ
ド
大
統
領

支
持
な
ど
欧
米
や
我
が
国
と
の

ス
タ
ン
ス
の
違
い
な
ど
。

ま
た
、
ト
ル
コ
に
よ
る
軍
用

機
撃
墜
問
題
で
は
、
こ
の
原
稿

を
書
い
て
い
る
十
二
月「
ロ
シ

ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
三

日
、
ト
ル
コ
に
よ
る
軍
用
機
撃

墜
は
戦
争
犯
罪
で
あ
る
と
主
張

し
、
さ
ら
な
る
制
裁
を
加
え
る

意
向
を
明
ら
か
に
し
た
。
問
題

の
深
刻
化
と
長
期
化
は
避
け
ら

れ
な
い
見
通
し
だ
。」な
ど
、
プ

ー
チ
ン
に
と
っ
て
は
北
方
領
土

ど
こ
ろ
で
は
な
い
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
し
か
し
現
在
我
が
国

と
ロ
シ
ア
の
間
で
日
露
次
官
級

協
議
が
行
わ
れ
て
お
り
早
期
の

首
脳
会
談
を
行
い
、
一
歩
で
も

返
還
の
前
進
を
期
待
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

�

（
綾
井
）

二
月
七
日
㈰
は

「
北
方
領
土
の
日
」

一
八
五
五
年
の
二
月
七
日

（
旧
暦
で
は
安
政
元
年
十
二
月

二
十
一
日
）、
伊
豆
の
下
田
に

お
い
て
日
露
通
好
条
約
が
調
印

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
条
約
で
日

露
両
国
の
国
境
が
平
和
裏
に
定

め
ら
れ
、
北
方
四
島
が
日
本
の

領
土
と
し
て
初
め
て
国
際
的
に

明
確
に
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
う

し
た
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
北
方

領
土
問
題
に
対
す
る
国
民
の
関

心
と
理
解
を
さ
ら
に
深
め
、
全

国
的
な
北
方
領
土
返
還
運
動
の

一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
、
昭

和
五
十
六
年
一
月
六
日
の
閣
議

了
解
で
二
月
七
日
が「
北
方
領

土
の
日
」と
し
て
定
め
ら
れ
ま

し
た
。

県
民
会
議
で
は
、
相
鉄
線
及

び
神
奈
中
バ
ス
で
の「
車
内
映

像
広
告
」に
本
年
は
横
浜
市
営

地
下
鉄
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
を
加

え
、
電
光
ビ
ジ
ョ
ン
、
新
聞
、

懸
垂
幕
な
ど
に
よ
る
広
報
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
本
年
も
二
月
七
日

（
日
）
に
、
東
京
都
の
日
比
谷

公
会
堂
で
、「
北
方
領
土
返
還

要
求
全
国
大
会
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

「
歴
史
か
ら
見
た
日
ロ
関
係
と

�

安
倍
対
ロ
シ
ア
外
交
の
展
望
」

Ｎ
Ｈ
Ｋ
放
送
セ
ン
タ
ー
解
説
委
員
室  

解
説
主
幹
　
石
川 

一
洋  

氏

講演要旨

2016
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編
集
後
記

◇
昨
年
の
県
民
大
会
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ

解
説
主
幹
の
石
川
一
洋
氏
を
招

き
「
歴
史
か
ら
見
た
日
ロ
関
係

と
安
倍
対
ロ
シ
ア
外
交
の
展
望
」

と
題
し
て
ロ
シ
ア
の
歴
史
、
経

済
、
政
治
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題

な
ど
ロ
シ
ア
に
つ
い
て
深
く
か

つ
広
く
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
北
方
領
土
視
察
に

参
加
し
た
日
本
労
働
組
合
総
連

合
会
神
奈
川
県
連
合
会
の
山
下

郁
雄
氏
か
ら
国
後
島
と
色
丹
島

の
様
子
を
動
画
で
詳
し
く
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
更
に
「
戦
後
70

年
北
方
領
土
問
題
を
考
え
る
集

い
」が
北
方
領
土
隣
接
地
域
一

市
四
町
（
根
室
市
、
別
海
町
、

中
標
津
町
、
標
津
町
、
羅
臼
町
）

で
開
催
さ
れ
神
奈
川
大
学
・
外

国
語
学
部
の
山
本
一
史
氏
が
参

加
し
北
方
領
土
に
関
す
る
見
識

を
深
め
、
今
後
機
会
を
と
ら
え

て
北
方
領
土
問
題
に
つ
い
て
大

学
な
ど
で
話
し
て
い
き
た
い
と

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。�（
綾
井
）

重
ね
る
対
話
　

つ
な
げ
る
熱
意
で
　

四し

島ま

返
還

平
成
二
十
七
年
度　

北
方
領
土
に
関
す
る
標
語
〈
最
優
秀
賞
〉

宮
崎
県
宮
崎
市
　
和
田　

勉
さ
ん

○
N
H
K
放
送
セ
ン
タ
ー
解
説

委
員
室　

解
説
主
幹

○
東
京
国
際
部
、
モ
ス
ク
ワ
支

局
長
な
ど
を
歴
任
し
N
H
K
放

送
セ
ン
タ
ー
解
説
委
員
室
へ
。

○
連
邦
崩
壊
の
N
H
K
ス
ペ
シ

ャ
ル
で
菊
池
寛
賞
、
核
汚
染
の

N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル
で
放
送
文

化
基
金
賞
受
賞

○
東
京
大
学
文
学
部
ロ
シ
ア
語

ロ
シ
ア
文
学
科
卒
業

○
専
門
は
ロ
シ
ア
、
日
ロ
関

係
、
中
央
ア
ジ
ア
、
コ
ー
カ
サ

ス
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

石
川
一
洋
　
氏

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

的
に
開
か
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て

日
本
と
の
良
好
な
関
係
を
築
い

て
い
く
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
れ
が
今
の
日
ロ
関
係
の
原
点

で
す
。
帝
政
ロ
シ
ア
に
よ
る
戦

略
的
長
期
的
視
点
に
基
づ
く
外

交
と
い
え
ま
す
。

「
北
方
領
土
は
固
有
の
領
土
」

と
い
う
の
は
、
日
本
人
に
と
っ

て
非
常
に
分
か
り
や
す
く
正
し

い
表
現
で
す
が
、
外
国
の
方
に

説
明
す
る
と
き
に
は
、
こ
れ
だ

け
で
は
足
り
ま
せ
ん
。『
古
事

記
』
に
も
あ
る
よ
う
に
、
我
々

は
約
一
六
〇
〇
年
前
か
ら
、
こ

の
あ
た
り
は
日
本
人
の
も
の
だ

と
い
う
感
覚
を
持
っ
て
生
き
続

け
て
き
た
民
族
で
す
。
し
か
し

ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
や
ド
イ
ツ

な
ど
の
大
陸
国
家
に
と
っ
て
は

領
土
と
い
う
の
は
移
り
変
わ
る

も
の
で
す
。
外
国
人
に
対
し
て

は
、
国
際
法
的
に
正
当
な
我
々

の
領
土
だ
と
い
う
こ
と
を
説
明

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
の
北
方
領
土
問
題
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
問
題
に
は
、
ス
タ
ー
リ

ン
と
い
う
共
通
点
が
あ
り
ま

す
。
ニ
コ
ラ
イ
一
世
の
長
期
的

な
大
局
的
な
外
交
に
対
し
て
、

ス
タ
ー
リ
ン
は
非
常
に
短
期
的

で
単
視
眼
的
で
し
た
。
ス
タ
ー

リ
ン
は
第
二
次
大
戦
の
勝
利
者

で
、
領
土
を
拡
大
し
ま
し
た
。

拡
大
し
た
領
土
は
、
樺
太
な
ど

東
だ
け
で
は
な
く
、
西
で
も
西

部
ウ
ク
ラ
イ
ナ
や
バ
ル
ト
に
も

及
び
ま
し
た
。

私
は
一
九
九
〇
年
に
西
部
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
取
材
し
ま
し
た
。

倉
庫
に
レ
ー
ニ
ン
像
が
転
が
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
だ
ソ
ビ
エ
ト

時
代
で
す
。
そ
し
て
一
年
後
に

ソ
ビ
エ
ト
が
崩
壊
し
ま
し
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
の
過
ち
は
、
ロ
シ

ア
に
と
っ
て
全
く
異
質
な
西
ウ

ク
ラ
イ
ナ
、
反
ロ
シ
ア
的
な
も

の
を
ソ
ビ
エ
ト
の
中
に
組
み
込

む
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
局
は
崩

壊
を
招
い
た
と
い
う
こ
と
で

す
。
そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
過

ち
は
、
ヤ
ル
タ
協
定
か
ら
終
戦

間
際
の
対
日
参
戦
で
領
土
を
拡

大
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ

て
日
本
と
の
友
好
関
係
を
失
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
ニ
コ
ラ

イ
一
世
が
行
っ
た
領
土
は
妥
協

し
て
も
平
和
裏
な
外
交
を
行
っ

て
日
本
と
友
好
関
係
を
築
く
と

い
う
長
期
的
な
外
交
と
は
極
め

て
対
照
的
な
、
短
期
的
な
単
視

眼
的
な
外
交
で
し
た
。

北
方
領
土
交
渉
の
現
状
は
非

常
に
厳
し
い
で
す
。
九
月
に
、

岸
田
外
務
大
臣
が
モ
ス
ク
ワ
に

行
き
ラ
ブ
ロ
フ
外
相
と
交
渉
し

ま
し
た
が
、
主
張
は
真
正
面
か

ら
対
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

日
ロ
次
官
級
協
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
が
、
ロ
シ
ア
側
は
、
第
二

次
大
戦
の
結
果
ロ
シ
ア
領
だ
と

主
張
し
、
日
本
は
、
法
的
に
も

歴
史
的
に
も
日
本
の
領
土
で
あ

る
と
対
立
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
両
国
間
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

合
意
も
あ
り
ま
す
。
一
九
五
六

年
の
国
際
条
約
で
あ
る
日
ソ
共

同
宣
言
、そ
の
後
の
東
京
宣
言
、

イ
ル
ク
ー
ツ
ク
声
明
、
日
ロ
行

動
計
画
、
最
近
で
は
、
安
倍
総

理
の
二
〇
一
三
年
の
訪
ロ
な
ど

で
す
。一
貫
し
て
合
意
し
て
い
る

の
は
平
和
条
約
交
渉
の
継
続
で

そ
の
中
に
は
領
土
問
題
を
含
む

こ
と
を
合
意
し
て
い
る
の
で
す
。

一
九
五
六
年
の
日
ソ
共
同
宣

言
は
非
常
に
誤
解
さ
れ
て
い

て
、
二
島
で
妥
協
し
た
と
い
う

学
者
も
い
ま
す
が
、
そ
れ
は
ロ

シ
ア
寄
り
の
解
釈
で
す
。
日
ソ

共
同
宣
言
の
第
九
項
ソ
連
は
、

平
和
条
約
締
結
後
に
歯
舞
、
色

丹
を
引
き
渡
す
と
い
う
こ
と
を

約
束
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
皆
さ

ん
ご
存
知
で
す
。
し
か
し
そ
れ

と
同
様
に
重
要
な
こ
と
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
前
に
「
五

六
年
の
宣
言
調
印
後
も
、
平
和

条
約
交
渉
を
継
続
す
る
」と
明

記
し
て
い
る
の
で
す
。
し
か
も

宣
言
締
結
前
に
、
当
時
の
日
本

と
ソ
ビ
エ
ト
の
全
権
代
表
が
、

平
和
条
約
締
結
後
も
領
土
交
渉

を
継
続
す
る
と
い
う
交
換
公
文

を
交
わ
し
て
い
る
の
で
す
。
つ

ま
り
日
ソ
共
同
宣
言
は
二
島
で

は
な
く
領
土
交
渉
継
続
で
合
意

し
た
文
書
で
あ
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。

次
に
一
九
九
三
年
の
東
京
宣

言
で
す
。
五
六
年
共
同
宣
言
と

九
三
年
の
東
京
宣
言
は
、
全
く

矛
盾
す
る
文
書
で
は
な
く
、
継

続
し
て
相
補
完
す
る
文
書
で

す
。五
六
年
共
同
宣
言
に
は「
平

和
条
約
交
渉
を
継
続
す
る
」と

書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
が

ど
う
い
う
交
渉
な
の
か
を
明
確

に
定
め
た
の
が
九
三
年
の
東
京

宣
言
で
す
。
つ
ま
り
、
日
ロ
の

平
和
条
約
と
は
四
島
の
帰
属
の

問
題
を
こ
れ
ま
で
の
合
意
と
法

と
正
義
の
原
則
に
基
づ
き
解
決

し
て
締
結
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

安
倍
︱
プ
ー
チ
ン
の
一
番
最

近
の
合
意
文
書
は
、
二
〇
一
三

年
四
月
の
共
同
声
明
で
す
。
重

要
な
の
は
、
平
和
条
約
が
な
い

の
は
異
常
だ
と
い
う
こ
と
で
、

今
後
の
外
交
交
渉
の
役
目
は
、

両
首
脳
に
た
た
き
台
を
出
さ
せ

る
と
い
う
こ
と
で
合
意
し
て
い

ま
す
。
不
運
な
こ
と
に
、
安
倍

︱
プ
ー
チ
ン
の
交
渉
が
よ
う
や

く
始
ま
ろ
う
と
し
た
と
き
に
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
が
起
こ
り
ま

し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
中

で
の
安
倍
政
権
の
対
ロ
シ
ア
方

針
は
、
四
点
あ
り
ま
す
。
▼
Ｇ

7
の
一
体
性
を
重
視
し
て
、
力

に
よ
る
現
状
変
更
は
認
め
な
い

▼
ロ
シ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
で
欧
米
の

経
済
制
裁
の
隙
を
つ
く
よ
う
な

ま
ね
は
し
な
い
▼
北
東
ア
ジ
ア

の
戦
略
環
境
は
中
国
が
台
頭

し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
大
き
く
異

な
る
。
中
ロ
と
の
二
正
面
対
決

は
避
け
た
い
▼
北
方
領
土
問
題

が
存
在
し
、
ロ
シ
ア
と
の
平
和

条
約
交
渉
は
続
け
る
。
中
ロ
接

近
を
意
識
し
た
外
交
方
針
と
な

っ
て
い
ま
す
。

今
現
在
の
状
況
は
、
二
〇
一

四
年
二
月
の
ソ
チ
の
首
脳
会
談

以
降
、
去
年
の
A
P
E
C
で
の

日
ロ
首
脳
会
談
一
回
だ
け
で
、

い
ま
だ
に
そ
の
訪
日
は
実
現
し

て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
中
で
プ
ー

チ
ン
は
、
愛
国
主
義
を
出
し
て

強
硬
姿
勢
を
と
り
ま
し
た
。
八

月
に
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
首
相
が

北
方
領
土
を
訪
問
し
ま
し
た

が
、
こ
れ
は
北
方
領
土
に
対
す

る
強
硬
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
あ

り
、
日
本
側
に
平
和
条
約
交
渉

の
誘
い
を
か
け
て
い
る
と
い
う

面
も
あ
り
ま
す
。
九
月
に
日
ロ

首
脳
会
談
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

行
わ
れ
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の

適
切
な
時
期
で
の
訪
日
に
向
け

準
備
す
る
こ
と
で
合
意
し
ま
し

た
。
領
土
問
題
は
、
双
方
に
受

け
入
れ
可
能
な
解
決
策
を
作
成

す
る
た
め
の
交
渉
を
す
る
こ
と

で
合
意
し
て
い
ま
す
が
、
立
場

は
対
立
し
た
ま
ま
で
す
。

私
は
、
日
ロ
交
渉
に
つ
い
て

は
、
安
倍
総
理
は
日
本
の
政
治

家
の
中
で
は
最
適
だ
と
思
い
ま

す
。
北
方
領
土
問
題
の
打
開
に

個
人
的
な
意
欲
を
持
っ
て
い
る

こ
と
と
、
交
渉
の
経
験
が
豊
富

で
あ
る
た
め
で
す
。
ま
た
、
安

倍
・
プ
ー
チ
ン
共
に
ま
だ
し
ば

ら
く
の
任
期
が
あ
り
、
こ
れ
も

一
つ
の
機
会
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

連
邦
が
崩
壊
し
た
と
い
っ
て

も
ロ
シ
ア
は
巨
大
な
国
で
す
。

ロ
シ
ア
と
中
国
は
あ
る
面
で
は

利
害
が
対
立
し
て
い
ま
す
が
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
の
中
で
、
ユ

ー
ラ
シ
ア
構
想
と
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
構
想
を
合
体
さ
せ
る
中
ロ
の

連
携
が
実
現
す
る
と
、
紛
れ
も

な
く
日
本
に
と
っ
て
は
脅
威
と

な
り
ま
す
。
こ
の
北
東
ア
ジ
ア

の
状
況
は
、
今
非
常
に
錯
綜
し

て
い
て
、
冷
戦
時
代
よ
り
も
複

雑
な
関
係
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
は
安
倍
の
対
ロ
外
交

を
警
戒
し
、
ロ
シ
ア
は
中
国
依

存
を
避
け
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

日
本
は
、
中
ロ
二
正
面
は
避
け

た
い
し
、
中
国
は
米
ロ
対
立
を

利
用
し
て
漁
夫
の
利
を
得
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
国
際
関
係
で
す
が
、
逆
に
い

え
ば
、
こ
こ
で
日
本
外
交
が
う

ま
く
い
け
ば
思
わ
ぬ
チ
ャ
ン
ス

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
、
強
い
大
統
領
で
あ
る

プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
、
昔
の
ニ

コ
ラ
イ
一
世
の
よ
う
な
大
局
的

な
観
点
に
立
っ
て
、
北
方
領
土

問
題
に
対
し
て
日
本
に
歩
み
寄

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
平
和
条
約
を
結
ん

だ
後
の
日
ロ
関
係
の
将
来
像
を

ど
う
描
く
か
を
、
我
々
の
側
で

も
考
え
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ロ
シ
ア
は
日
本
に
と
っ
て
大
事

な
国
で
あ
る
し
、
ロ
シ
ア
人
の

頭
脳
、
資
源
、
日
本
人
の
頭
脳
、

資
金
、
技
術
が
組
み
合
わ
さ
れ

れ
ば
す
ば
ら
し
い
協
力
関
係
が

生
ま
れ
ま
す
。
領
土
交
渉
が
進

む
の
で
あ
れ
ば
、
並
行
し
て
も

っ
と
踏
み
出
し
て
動
か
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

N
H
K
と
し
て
も
、
現
地
の

釧
路
放
送
局
で
北
方
領
土
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
作
っ
て
、
取
材
し
た
映
像

を
公
開
し
て
い
ま
す
。
元
島
民

の
証
言
を
聞
い
て
み
て
、
私
た

ち
自
身
あ
る
い
は
親
、
祖
父
、

そ
う
し
た
日
本
国
民
が
生
活
し

た
歴
史
が
固
有
の
領
土
を
作
っ

て
い
る
と
実
感
し
ま
す
。
我
々

も
公
共
放
送
と
し
て
、
元
島
民

の
証
言
や
生
活
の
記
録
を
歴
史

の
資
料
と
し
て
保
存
し
、
北
方

領
土
返
還
運
動
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

二
月
の
「
北
方
領
土
返
還
運

動
全
国
強
調
月
間
」
の
期
間
、

相
鉄
線
・
横
浜
市
営
地
下
鉄
グ

リ
ー
ン
ラ
イ
ン
・
神
奈
中
バ
ス

の
一
部
の
車
両
で
、
北
方
領
土

に
関
す
る
啓
発
映
像
を
放
映
し

ま
す
。

一
回
三
十
秒
の
Ｃ
Ｍ
が
、
相

鉄
線
は
全
線
で
五
十
両
の
車
両
、

横
浜
市
営
地
下
鉄
グ
リ
ー
ン
ラ

イ
ン
は
六
十
四
両
の
車
両
、
神

奈
中
バ
ス
は
横
浜
地
区
、
厚
木
・

綾
瀬
地
区
、
相
模
原
地
区
、
藤

沢
・
茅
ヶ
崎
地
区
の
三
百
四
十

台
の
車
両
で
流
れ
る
予
定
で
す
。

ご
乗
車
の
際
に
は
、
車
内
映

像
広
告
に
ご
注
目
く
だ
さ
い
。

相
鉄
線
・
横
浜
市
営
地
下
鉄
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
・

神
奈
中
バ
ス
で
北
方
領
土
に
関
す
る

�

県
民
会
議
の
Ｃ
Ｍ
が
流
れ
ま
す
!!

神奈中バス「かなチャンネル」

県民大会の様子


